
　ある日、家を整理していた姉から1枚の写真が送られてきた。

手にとるなり、60余年前の想い出が溢れ出てきました。

裏には「昭和三十三年五月 松蔭バザー」のメモ。

9つ離れた姉と私が写った写真でした。

当時、私は大好きな姉を追って、憧れの松蔭女子学院に入学した

ばかりの中学1年生。

紺のワンピースに白い襟、胸に赤いマーク。今も1番好きな色合

いの制服に身を包み、初めてのバザーの雰囲気にワクワクしてい

た私。

久しぶりに母校を訪れ嬉しそうなのは、前年に短大を卒業し、娘

からピカピカの新妻になったばかりの姉。

ともに希望に溢れた初々しい１年生でした。

月日は流れたけれど、今でもずっと、あの頃と同じ笑顔で、おしゃ

べりに花を咲かせている2人です。

～ふたりは 1 年生～
上山道子さん
高校 16回生


